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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期

第１四半期累計期間
第45期

第１四半期累計期間
第44期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 1,869,563 1,875,570 11,546,852

経常利益又は経常損失（△） (千円) △119,415 △162,215 510,340

四半期純損失（△）
又は当期純利益

(千円) △81,885 △113,003 261,698

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,921 1,266,921 1,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 1,940,164 2,116,811 2,283,371

総資産額 (千円) 6,825,012 6,598,814 7,025,671

１株当たり四半期純損失金額
（△）又は１株当たり当期純利
益金額

(円) △10.66 △14.72 34.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 28.4 32.0 32.5
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第44期は潜在株式が存在しないため

記載しておりません。また、第44期第１四半期累計期間及び第45期第１四半期累計期間では、１株当たり四

半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間における日本経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動から、個人消費が大きく落ち

込みましたが、今後その影響は和らぐと見られ、雇用・所得情勢の改善を支えとして個人消費は上向くとの予想が

優勢です。

　また、建設業界においても消費増税前の駆け込み需要の反動で住宅投資が大きく落ち込みましたが、設備投資は

好調な企業収益を背景に回復基調が明確となりました。しかし職人不足による労務費の高騰は相変わらず解消され

ておらず、工事採算の確保は厳しい状況にありました。

　このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応できな

かったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。　

　この結果、当第1四半期累計期間の売上高は1,875百万円（前年同期比0.3％増）となり、その内訳は製品売上高

が1,207百万円（前年同期比2.3％増）、請負工事高が668百万円（前年同期比3.1％減）となりました。

　損益面におきましては、営業損失は162百万円（前年同期は120百万円の損失）、経常損失は162百万円（前年同

期は119百万円の損失）となりました。また、法人税等調整額を△56百万円計上したことから、四半期純損失は113

百万円（前年同期は81百万円の損失）となりました。

　なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向にあり、当

第1四半期の営業利益・経常利益及び四半期純利益はマイナスになっております。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ426百万円減少し、6,598百万円となりました。その主

な要因としては、当第１四半期の売上債権の回収増に伴い、受取手形及び売掛金が208百万円減少したことなどに

よるものです。

負債合計は前事業年度末に比べ260百万円減少し、4,482百万円となりました。その主な要因は、仕入債務の決済

増に伴い支払手形及び買掛金が546百万円減少し、一方で短期借入金が336百万円増加したことなどによるもので

す。

純資産合計は、四半期純損失の計上及び配当金の支払いにより、前事業年度末に比べ166百万円減少して2,116百

万円となり、自己資本比率は32.0％になりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は27,521千円であります。

なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年8月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)　　
普通株式   42,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,638,000 7,638 ―

単元未満株式 普通株式   36,063 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063 ― ―

総株主の議決権 ― 7,638 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業
株式会社

神奈川県藤沢市湘南台
１－１－21

42,000 ― 42,000 0.55

計 ― 42,000 ― 42,000 0.55
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成26年４月１日から平成26年

６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月1日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 648,441 689,219

  受取手形及び売掛金 1,143,015 934,914

  完成工事未収入金 854,000 361,765

  製品 514,627 582,177

  仕掛品 4,464 5,681

  未成工事支出金 251,329 294,653

  原材料 561,159 650,506

  その他 299,266 358,089

  貸倒引当金 △434 △279

  流動資産合計 4,275,872 3,876,727

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 529,894 519,178

   機械及び装置（純額） 192,660 181,473

   土地 1,569,869 1,569,869

   その他（純額） 92,559 86,416

   有形固定資産合計 2,384,983 2,356,938

  無形固定資産 57,081 55,304

  投資その他の資産   

   その他 449,542 448,664

   貸倒引当金 △141,808 △138,819

   投資その他の資産合計 307,733 309,844

  固定資産合計 2,749,798 2,722,086

 資産合計 7,025,671 6,598,814

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,352,472 1,806,418

  工事未払金 286,300 129,643

  短期借入金 327,640 663,780

  1年内償還予定の社債 35,000 35,000

  未払法人税等 150,812 7,063

  製品保証引当金 27,713 27,736

  その他 504,430 461,213

  流動負債合計 3,684,368 3,130,855

 固定負債   

  社債 75,000 75,000

  長期借入金 615,540 869,270

  退職給付引当金 355,000 395,620

  その他 12,390 11,256

  固定負債合計 1,057,930 1,351,146

 負債合計 4,742,299 4,482,002
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,266,921 1,266,921

  利益剰余金 1,032,716 866,148

  自己株式 △16,355 △16,355

  株主資本合計 2,283,281 2,116,713

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 90 98

  評価・換算差額等合計 90 98

 純資産合計 2,283,371 2,116,811

負債純資産合計 7,025,671 6,598,814
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 1,869,563 1,875,570

売上原価 1,338,097 1,347,944

売上総利益 531,465 527,625

販売費及び一般管理費 651,703 690,037

営業損失（△） △120,238 △162,412

営業外収益   

 受取配当金 4,521 4,527

 受取賃貸料 5,075 3,780

 その他 5,146 6,382

 営業外収益合計 14,743 14,690

営業外費用   

 支払利息 5,475 4,159

 手形売却損 3,096 4,404

 その他 5,348 5,929

 営業外費用合計 13,920 14,493

経常損失（△） △119,415 △162,215

特別損失   

 貸倒引当金繰入額 ― 400

 特別損失合計 ― 400

税引前四半期純損失（△） △119,415 △162,615

法人税、住民税及び事業税 7,002 6,746

法人税等調整額 △44,531 △56,357

法人税等合計 △37,529 △49,611

四半期純損失（△） △81,885 △113,003
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」 (企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。) 及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する

方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が30,543千円増加し、利益剰余金が30,543千円減少

しております。なお、この変更による当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。

 
(四半期貸借対照表関係)

受取手形割引高

 

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

受取手形割引高 2,019,262千円 1,425,561千円
 

 

(四半期損益計算書関係)

　売上高の季節的変動

前第１四半期累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自 平成26年

４月１日　至 平成26年６月30日）

当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する傾向にありま

す。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 31,098千円 33,244千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 15,350 2.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

当第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月27日
定時株主総会

普通株式 23,020 3.00 平成26年３月31日 平成26年6月30日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

当社は、金属屋根事業、ならびにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間

(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 10円66銭 14円72銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失金額(千円) 81,885 113,003

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 81,885 113,003

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,675 7,673
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月７日

元旦ビューティ工業株式会社

　　　　　　取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   水　　野　　雅　　史   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   澤　　田　　修　　一　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元旦ビューティ

工業株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第45期事業年度の第１四半期会計期間(平成26年４月１日

から平成26年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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